
研究用試薬

Anti-
CD25 (H-8) Mouse IgG MoAb 

はじめに : CD25 は IL-2 レセプターの α鎖 (IL-2Rα) で、IL-2 の低親和性レセプターで
すが、CD122 (β鎖) および CD132 (γc 鎖) とともに高親和性 IL-2 レセプタ
ーを形成します。活性化した T 細胞や B 細胞に発現しており、成人 T 細胞
白血病や悪性リンパ腫では血清中の可溶性 CD25 が増加しています。

免疫抗原 : 精製ヒト IL-2 receptor α

起源 : マウス×マウス ハイブリドーマ
  (SP2/0 × BALB/c マウス脾臓細胞)

クローン名 : H-8

サブクラス : IgG1

精製方法 : 硫酸アンモニウム沈殿後のゲルろ過精製

包装形態 : PBS 1.0 mL に溶解

保存方法及び : 保存  5 年間安定
安定性 溶解後 保存  2 年間安定

使用目的及び : ウエスタン・ブロッティング 10 μg/mL にて使用可能
使用方法 免疫沈降法 10 μg/test にて使用可能

フローサイトメトリー 1 μg (1×105 Cells あたり)にて使用可能
 ELISA (Detector 抗体として)  100 ng/mL にて使用可能
ブロッキング 20 μg/mL にて使用可能
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